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基本理念  

基本方針
　　　1. 当社は産業廃棄物処理業のマイナーなイメージから、情報公開を含め、
　　　地域との協調体制などで安全安心な処分場を目指し、環境活動も継続的
　　　且つ積極的に実行する。

　　　2. 廃棄物処理法及び環境関連法ならびに地域の条例や協定等を厳守します。

　　　3. 環境マネジメントシステムの活動を社員一人一人に理解させ、活動できる
　　　管理組織を整備し、継続して実行する。

　　　4.周辺住民の生活環境に配慮した事業活動を行い、また、地域の環境活動に
　　　積極的に参加し、地域との交流を深める。

　　　5. 地域温暖化対策として、リサイクル、省資源、省エネルギーを積極的に推進
　　　します。

　　　6. 環境経営方針は全従業員並びに当社のために働く、すべての人に周知徹底する。

　　　7. 環境経営方針は、一般にも公開します。

環　境　経　営　方　針

　　　　　　改定日：２０２4年2月１日

株式会社エコ・ディスタンス

代表取締役

杉澤 養康

　　　私達は、自然環境とともに歩むには何が必要か、何が大切かを考えました。
    　「地球環境との共生」・「地域と共栄」を目指す企業として最善を尽くして参ります。
　　　私達は循環社会を構築するため、環境効率・環境負荷・環境問題の知識を深め、
　　　各法規制を順守し社員一人一人の意識改善を行うとともに、次世代の子ども達に
　　　明るい未来を継承できるよう全力を注いでいく覚悟です。
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単位

百万円

人

㎡

　　　　　　　　　　担当：　EA21事務局　　松下　智子

群馬県前橋市富士見町石井1659番地4

会社名

株式会社エコ・ディスタンス

代表取締役

杉澤　養康

【環境保全関係の責任者及び担当者連絡先】

設立年月日

平成24年4月2日

従業員数

延べ面積

売上高

　　　　　　　　 　　TEL：　027-289-6748

　　　　　　　　　　 FAX：　027-289-6749

５００万円

　　　　　　　代表責任者：　代表取締役　　杉澤　養康

　　　　　環境管理責任者：　 営業部長 　　佐藤　智雄

産業廃棄物中間処理業

対象範囲

12

5700

会社所在地

資本金

２.事業活動の規模

活動規模

事業内容

株式会社エコ・ディスタンス 全組織及び全活動

事業規模
10期

（R3年4月～R4年3月）

837

12

5700

12期
（R5年4月～R6年3月）

643

13

5700

11期
（R4年4月～R5年3月）

835
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２-３.処分施設に関する資格取得状況

7名

6名

4名

２-４.産業廃棄物業実績と主要環境負荷実績

2023年度

25,401

7,965

58,056

66,381

1,612

0.146

・車両系建設機械（解体）

・フォークリフト技能

23,315

1,329

0.150

・車両系建設機械（整地）

前橋市
（中間処分）

11420166200 R5.1.16 R10.1.15 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
磁
器
く
ず

が
れ
き
類

産業廃棄物処分業許可 取扱産業廃棄物の種類

２-２.行政許認可

都道府県名
政令市名

許可番号 許可日 許可期限

産業廃棄物の種類

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

0.148

75,473

19,169

4,370

84,357

1,800

4,939

68,644

自社廃棄物量（t）

2022年度 2021年度

産廃中間処理量（ｔ）

産廃再資源化量（ｔ）

電気使用量（kwh）

軽油使用量（ℓ）

ガソリン使用量（ℓ）

79,417



２-６.保管場所及び保管能力

・保管場所：群馬県前橋市富士見町石井字河原山1659番3、1659番4、1659番57

・保管能力：保管面積152.0㎡　保管容量196.6㎥

２-５.産業廃棄物処理施設の状況

施設の種類及び施設所在地（設置年月日） 取扱品目 処理能力

55.8ｔ/日

47.8ｔ/日

選別施設

・施設所在地

1

87.7ｔ/日

数量

廃ﾌﾟﾗスチック類

ガラス・コンクリート・
陶磁器くず

紙くず

木くず

繊維くず

ゴムくず

金属くず

　群馬県前橋市富士見町石井字河原山

　1659番地3、1659番地4、1659番地57

（平成27年9月16日）

19.1ｔ/日

82.9ｔ/日

180.3ｔ/日

破砕施設 廃ﾌﾟﾗスチック類 2.2ｔ/日

がれき類 236.2ｔ/日

159.6ｔ/日

（平成27年9月16日） 紙くず 1.9ｔ/日

木くず 3.5ｔ/日

1

ガラス・コンクリート・
陶磁器くず 4.0ｔ/日

繊維くず 0.6ｔ/日

ゴムくず 4.1ｔ/日

1
（平成27年9月16日） 紙くず 75.4ｔ/日

がれき類 4.8ｔ/日

圧縮施設 廃ﾌﾟﾗスチック類 76.4ｔ/日

繊維くず 45.6ｔ/日

ゴムくず 81.7ｔ/日



1

2

3

4

5

　 6

２-８.保有車両（フォークリフト）

1

2

3

4

搬
　
　
入

混
合
廃
棄
物

（
選
 
別
 
） 廃プラスチック類(破砕･圧縮)

ガラス･陶磁器くず(破砕)

がれき類(破砕)

木くず(破砕･圧縮)

車　体　番　号

ＦＤ25Ｔ5Ｍ

3Ｂ533024

Ｆ201-01409

ＦＤ25Ｔ5Ｍ Ｆ201-03408

ＦＤＥ25Ｐ-Ｔ

繊維くず(破砕･圧縮)

搬
出
（
有
価
売
却
、
再
生
、
最
終
処
分
先
 
）

各
品
目
ヤ
ー
ド
へ

石膏ボード(破砕)

紙くず(破砕･圧縮)

Ｆ18Ｄ-79086

分別残渣安定型物のみ(破砕)

分別残渣管理型物含む(破砕)

車　体　番　号

住友建機販売㈱ ＳＨ125Ｘ-7 ＳＭＴ125Ｘ7Ａ00ＢＢ1505

ＳＭＴ125Ｘ7Ｊ00ＢＢ2133

ＳＭＴ075Ｘ7Ｐ00ＢＢ2756住友建機販売㈱ ＳＨ75Ｘ-7

住友建機販売㈱ ＳＨ125Ｘ-7

２-７.保有車両（重機）

住友建機販売㈱ ＳＨ125Ｘ-7

メーカー 型　式

群馬日産㈱

ＦＤ25Ｔ4北関東ＴＣＭ㈱

群馬日産㈱

群馬日産㈱

ＳＭＴ125Ｘ7Ｃ00ＢＢ3731

２-９.処理フロー図

住友建機販売㈱ ＳＨ75Ｘ-6Ａ ＳＭＴ075Ｘ6Ｅ00ＢＢ7297

住友建機販売㈱ ＳＨ75Ｘ-7 ＳＭＴ075Ｘ7Ｅ00ＢＢ1232

メーカー 型　式
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役割

最高責任者 ①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、

　現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・資金

　・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・環境

　目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。

　

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を図り、

　目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直し

　のための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者に提供する。

　

事務局 　事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に関する

実務全般を所管する。

環境委員会 　最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、年3回環境管理

責任者が召集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理に

ついて協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は出席する事ができる。

総務・経理部門

【環境委員会】
年2回開催

職名

【事務局】

3．エコアクション２１　推進組織図

【環境管理責任者】

中間処理部門

環境管理責任者

【最高責任者】
代表取締役社長
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1．環境目標とその実績

2022年 2024年 2025年

実績 目標 目標値 実績 達成状況 目標 目標

2.主な環境負荷実績

231,639.76

0.1480.146

環境への負荷

2022年
実績対比
0.5％減

①二酸化炭素排出量（kg-CO₂）

82.21

２．水使用量については、井戸水を使用しており測定できません。

②廃棄物排出量（t）

2022年度

④売上高100万円
当たりの

電力使用量削減
（kWh）

201,650.90

2023年度

１．化学物質は使用していません。

2022年
実績対比
1.0％減

目標
未達成

②廃棄物排出量
削減
（㎏)

目標
未達成

103.24
2022年

実績対比
1.0％減

③売上高100万円
当たりの

軽油使用量削減
(ℓ/百万円)

90.39

2023年

2022年
実績対比
0.5％減

2022年
実績対比
0.5％減

目標
未達成

90.2981.38

146 目標達成

89.48

2022年
実績対比
0.5％減

　　＊排出係数は、0.459kw-co2〔令和4年度実績〕を使用しています。

2022年
実績対比
0.5％減

148 146.52

2022年
実績対比
1.0％減

今年度目標 中長期目標

2022年
実績対比
0.5％減

274.64

４．環境目標とその実績

277.41
2022年

実績対比
1.0％減

313.61
2022年

実績対比
0.5％減

環境目標

基準値

2022年
実績対比
0.5％減

①売上高100万円
当たりの

二酸化炭素排出量削減
(kg-CO2/百万円)

　　＊購入電力はＥＮＥＯＳ株式会社です。
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③稼働していない時の電源オフ

④室外機の清掃実施

⑤目標達成状況・活動進捗状況確認

④裏紙使用のルールの徹底

・節電の意識を継続させて、各自が細かく確認
を行い、全体の業務見直しを行う。

・社内での意識改革を徹底し、各自が意識し
行動する事はできたが、目標値には届かず。

・作業効率を考え無駄を省き、メンテナンスを
徹底する事で、資源を大切にし業務を進めて行く。

環境活動計画の取組結果とその評価

環境活動計画 環境活動計画の取組結果とその評価

・ガソリンの使用量は、活動計画通り継続。
・電力、軽油に関しては、運用効率を追求し
削減に努める。
・積極的な営業活動を進め、バランスの良い
状態を維持できるように進めて行く。

次年度の取組内容

⑤目標達成状況・活動進捗状況確認

3．軽油使用量の削減

⑥節電表示の掲示

・現場作業の見直しを行い、意識の向上を図り
行動してきたが、目標値には届かなかった。

②廃棄物置場の整備

③廃棄物排出量の集計

今後も紙類の廃棄抑制に積極的に取り組む。

③稼働していない時の電源オフ

・活動計画通り節電、エコドライブ等の省エネ
活動を全員で励行したが、原単位目標では未達
であった。総量では、削減ができている。

環境活動計画 環境活動計画の取組結果とその評価

次年度の取組内容

環境活動計画 環境活動計画の取組結果とその評価

廃棄物の削減を各自が意識し、特に分別を
徹底する事で目標を達成する事が出来た。

2．廃棄物排出量の削減

次年度の取組内容

次年度の取組内容

５．環境活動計画の取組と評価

①軽油使用量の集計

②エコモードの推進

1．二酸化炭素排出量の削減
①空調温度適正化・表示

③エアコン清掃の実施

④エコドライブの推進

②照明・ＰＣ電源不要時ＯＦＦの推進

⑦電力・軽油使用量の集計

⑤工場車両の点検・整備

①分別ルールの徹底

⑧目標達成状況・活動進捗状況確認

④エアクリーナーの清掃

⑤目標達成状況・活動進捗状況確認

4．電力使用量の削減

環境活動計画

②空調温度適正化・表示

①電力使用量の集計
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1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、環境関連法規への

違反はありませんでした。

尚、関係当局より違反等の指摘は過去３年間ありません。

廃棄物処理法
委託基準（契約書・許可証）、マニ
フェスト交付・保存及び交付状況報告

浄化槽法 保守点検実施、法定検査実施 遵法

遵法

フロン排出抑制法
３ヶ月に１回以上の頻度で簡易点検を
行う 遵法

２０２３年度の活動が終わり廃棄物排出量削減を除き、
未達成という結果になりました。
各自が活動計画通りに概ね業務に取り組めてはいたが、
まだまだ改善の余地が有る箇所が判明しました。
また、売上高の影響を大きく受けたことも要因です。
その為、今後の計画の見直しと、各自が自主的に自分達
の問題（課題）と捉え、臨機応変に行動が出来るように
教育を行っていきます。

そして、これからは【地球環境との共生】を一つの理念
として、意識改革を進め業務を遂行して参ります。

今後に関して猛暑や雷雨、温暖化などの環境変化や当社
を取り巻く社会情勢の変化に適応し、持続可能な環境を
実現させるために、全社員一丸となって事業活動を継続
していきます。

6．環境関連法規制の遵守

7．代表者による全体の評価と見直し

遵守事項 遵守状況法規制等の名称
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